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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 56 ha

平成 24 年度　～ 平成 28 年度 平成 24 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ H23年度 H28年度

人 H23年度 H28年度

62

地域行事への参加者数 三良坂町で開催される‘みらさか祇園祭り‘等への参加者数

基盤の整備された快適な住宅市街地の形成及び商店街の再形成
に対する指標。商店街を中心とした地域行事等への参加者の増
やすことにより，既存住民と新規住民との一体的なコミュニティ形
成を促進し，地域の交流を深め魅力ある地域づくりを行う。

7,000 8,000

生活拠点としての満足度 住民意識調査による整備後の生活拠点としての満足度

基盤の整備された快適な住宅市街地の形成に対する指標。区画
道路などの都市基盤を整備するとともに，商店街の再形成やコミュ
ニティ形成の促進等により地域生活を営むうえでの拠点づくりを目
指す。

52

・当地区は、土地区画整理事業による幹線道路整備を中心に事業を推進しており、下郷地区については都市再生整備計画事業（平成19年度から平成23年度）とあわせ、区画道路や宅地整備といった面的整備を中心に良好で快適な住宅市街地としての
基盤づくりを進めてきた。しかし、合併により当地区の役割が大きく変化したことから平成21年度に事業計画を見直し、平成23年6月に住民同意を得るに至った。このことにより地元住民からは今後の計画的な事業推進と事業成果が強く求められている。
そのためにも土地区画整理事業、都市再生整備計画事業を推進し、二地区を結ぶ橋梁整備、駅前地区商店街の再編及び居住空間の形成を円滑に進めることが必要である。
・当地区内人口の減少はもとより、三次市全体においても人口が減少しているため定住人口の増加を図るためには早期に良好な生活拠点づくりが必要である。
・駅前既成市街地においては、住民の高齢化や商店主の後継者不足などにより市街地の空洞化が進んでおり、地域生活を営むうえで商店街の再形成が必要である。
・また、駅前既成市街地の道路は歩道がなく、商店街で買い物をする人が安心して歩けないため、都市計画道路の整備とあわせ駅前区画道路の整備により歩行者の安全性を確保し、安心して買い物ができる空間整備が必要である。
・良好な生活拠点形成のため地区内に住民が集い憩える場を整備し、生活にゆとりと潤いのある良好な住宅地の形成を図る必要がある。
・良好なまちなみ形成を促進するために、まちづくりのコンセプトを明確にし、まちへの関心を高め魅力を高めていくための方策の検討が必要である。
・当地区はこれまで新規住民の流入がほとんどなかった地域のため、既存住民と新規住民との一体的なコミュニティ形成を促進し、地域活動の活発な魅力ある地域づくりを進める必要がある。

＜三次市全体について＞
「地域活動が活発で、にぎわいと活力に満ちたまちづくり」
・三次市は市総合計画において、「州都をめざしたまちづくりを進め、将来の10万人都市建設を目標」としている。【三次市総合計画(平成18年3月)】
　＜三良坂地域について＞
・「地域の生活サービスやコミュニティの中心拠点として、住民の日常生活に必要な保健・医療・福祉、教育・文化、商業などの身近なサービス機能の充実に努め、住民自治組織などの地域コミュニティ活動の活性化を図る」としている。
・「生活拠点の整備や住宅地等の整備により、三次地域への通勤者の居住を含めた定住促進を図る」としている。【新市まちづくり計画(平成16年3月)】
　＜みらさか地区について＞
 ・みらさか地区の既存商店街の再編とともに特徴のある街並みや健全な住宅地の形成、公園・広場等の整備を通じて「地域の拠点づくり」を整備目標としている。
・基盤整備の推進、計画的な住宅・公共施設等の立地誘導等を通じた「基盤の整備された利便性の高い住宅市街地の形成」を整備目標としている。【住環境整備方針策定調査(平成7年3月)】
・「備北地域とともに発展する定住と交流のまち」を目標に、安全で快適な暮らしの土台づくりとして、駅周辺や下郷地区の基盤整備を進めることとしている。【三良坂町長期総合計画(平成9年6月)】

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 広島県 三次市 みらさか地区

計画期間 交付期間 28

生活拠点づくりによる住みたくなるまちづくり
　目標１：基盤の整備された快適な住宅市街地の形成を図る
　目標２：地域を支える商店街の再形成を図る

◇三次市は、平成16年度に8市町村が合併し、新市まちづくり計画において「住民自治・定住の促進・文化の醸成・都市機能の強化」を核とした目標を掲げている。
　その中で三良坂地域は、合併前の平成12年度から三良坂駅前地区と下郷地区の約11haにおける土地区画整理事業を推進しており、合併後は、地域の生活サービスやコミュニティの中心拠点となるよう、生活拠点や住宅地などの整備により定住促進
を図る地域として位置づけられている。
◇当地区は、駅前既成市街地（駅前地区）と国道側の農地を中心とした未開発地域（下郷地区）を一体的に整備することにより、地域拠点の受け皿となるよう土地区画整理事業の手法による健全な市街地の形成が図られており、計画人口は約650人とし
ている。また、平成19年度から都市再生整備計画事業により地区内道路の整備や宅地開発を進めている。
◇下郷地区については、既に市支所、農協、スーパーマーケット、銀行など地域生活を営むうえでの利便性の高い施設が整備され生活の基盤形成は図られているが、駅前地区については、地域人口の減少により商店の売上げ減少や後継者不足など
商店街の空洞化が起こっている。
◇三次市における合併後の当地区の役割（住宅を重点とした生活拠点の形成）が合併前の計画（備北中核都市圏の一翼を担う中心市街地の形成）から変わったことから、事業計画の見直しを行い、平成21年10月に当地区内の全地権者で構成する地
元協議会において見直し案を提示し、平成23年6月に変更にかかわる承認を得る。
◇当地区においては、これまでも区画整理後のまちづくりについて住民と行政が一体となって進めており、今後は計画的な事業推進が期待されている。
◇また、当地区は景観条例において景観重点区域に位置づけられており、今後は個性あるまちづくりを進めていく。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
○地区住民等に対する継続的な会議の開催
　地区の地権者や住民とともにまちづくりを進めていくために、全地権者が参加する地元協議会と定期的に会議を開催し、まちづくりへの関心や事業への理解を深め、行政と一体となったまちづくりを推進していく。
○景観形成の誘導を図るための方策について
　当地区は三次市景観条例において景観重点区域に位置づけられているため、今後は上記協議会等で景観形成に対する理解を深め条例に沿った個性ある景観づくりを進めていく。

整備方針３（コミュニティ活動の推進を図る）
・既存住民と新規住民との一体的なコミュニティ形成を促進し，地域活動の活発な魅力ある地域づくりを促進する。

方針に合致する主要な事業
整備方針１（基盤の整備された快適な住宅市街地の形成を図る）
・良好な居住環境を形成していくために、駅前地区に生活基盤の柱となる区画道路、排水路の整備を行う。

・地区内住民の身近なコミュニティ形成の場となるよう、街区公園を整備する。
・景観に配慮した良好な街なみを形成する地区として、本地区の特色あるまちづくりのコンセプトを確立するとともに地区の魅力をインターネットの活用な
どにより情報発信することで、本地区の周知を図ると同時に興味をもっていただき、地区外からの住民や店舗などの入り込みを図り、活気あふれるまちづ
くりを進める。
・事業の進捗等に伴う事後評価のアンケート調査、計画の目標達成状況等の検証、要因分析及び事業完了後のまちづくり方策の作成を行う。
・みらさか土地区画整理事業による都市計画道路整備との連携により、良好で快適な住宅市街地形成を図る。

■基幹事業／道路（区画道路（三次庄原線））／高質空間形成施設（区画道路（歩道部））
■基幹事業／公園（１号・2号街区公園整備）
□提案事業／地域創造支援事業（情報発信検討、排水路，宅地整地事業）

□提案事業／事業活用調査（事後評価業務）
○関連事業／土地区画整理事業

整備方針２（地域を支える商店街の再形成を図る）
・買い物客が商店街を安心して歩いて買い物ができるとともに、まちなみ景観とも合致する歩道の整備を行う。
・商店街の出入り口に位置することから、商店街に集まる人の憩いの場として広場を整備する。
・事業の進捗等に伴う事後評価のアンケート調査、計画の目標達成状況等の検証、要因分析及び事業完了後のまちづくり方策の作成を行う。
・土地区画整理事業と一体となり，駅前地区商店街の建物移転を行って老朽化した密集住宅地の解消を図る。

■基幹事業／道路（区画道路（三次庄原線））
■基幹事業／地域生活基盤施設（１号広場）
□提案事業／事業活用調査（事後評価業務）
○関連事業／土地区画整理事業

□提案事業／まちづくり活動推進事業（コミュニティ組織活動支援事業）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 三次市 直 L=160m,W=9m 平成24年度 平成28年度 平成24年度 平成28年度 439.0 439.0 439.0 439.0

公園 三次市 直 0.18ha 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 22.0 22.0 22.0 22.0

公園 三次市 直 0.15ha 平成25年度 平成26年度 平成25年度 平成26年度 11.5 11.5 11.5 11.5

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 三次市 直 － 平成25年度 平成27年度 平成25年度 平成27年度 1.5 1.5 1.5 1.5

高質空間形成施設 三次市 直 － 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 1.0 1.0 1.0 1.0

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 475.0 475.0 475.0 475.0 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
三次市 直 1式 平成24年度 平成25年度 平成24年度 平成25年度 4.0 4.0 4.0 4.0

三次市 直 L=190m 平成26年度 平成27年度 平成26年度 平成27年度 12.0 12.0 12.0 12.0

三次市 直 A=2,500ｍ2 平成25年度 平成28年度 平成25年度 平成28年度 93.0 93.0 93.0 93.0

三次市 直 1式 平成28年度 平成28年度 平成28年度 平成28年度 3.0 3.0 3.0 3.0

0.0

三次市 直 １式 平成26年度 平成28年度 平成26年度 平成28年度 3.0 3.0 3.0 3.0

0.0

合計 115.0 115.0 115.0 115.0 …B
合計(A+B) 590.0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
三次市 国土交通省 11.0ha ○ 平成12年度 平成32年度 3,379

合計 3,379

交付対象事業費 590.0 交付限度額 236 国費率 0.4

0.0

0.0

うち民負担分
交付期間内事業期間

規模
（参考）事業期間

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業

2号街区公園（下郷地区）

－

事業箇所名

1号街区公園（下郷地区）

規模

みらさか地区

所管省庁名事業主体

事業
細項目

事業主体事業箇所名

土地区画整理事業

直／間

区画道路（三次庄原線）

－

－

事業期間（いずれかに○）

交付期間内事業期間

地域創造
支援事業

情報発信検討

事業
細項目

事業主体 直／間事業箇所名

住宅市街地
総合整備
事業

宅地整地事業（駅前地区）

－

事後評価業務

規模

全体事業費

（参考）事業期間

コミュニティ組織活動支援事業

－

排水路（駅前地区）

－

－

うち民負担分


